
様式第２号（第６条関係）

（達成に向けて取り組む主なゴール）

令和　3　年　3　月　31　日

スタイル・オブ・ジャパン株式会社

代表取締役　大森一生

伝統工芸を通じ、

地球でもっとも持続可能な工芸となることで、

未来工芸を目指します！

●福井県産材を素材活用して、木材輸入を抑制し、カーボンフットプリントを減らします

●MADWE IN FUKUIの箸づくりを通じて、CO2の発生を減らし,脱炭素の一助となります

●福井をはじめ日本の間伐材をつかい、森林経営の改善と森林のCO2吸収量を向上します

STYLE OF JAPAN　　　は、

ＳＤＧｓの達成に貢献することを宣言します。


